
西表島で採集された
C aem%s pzcf gs  CHAUDOI Rミナミア ト ワア オ コ

笠原須磨生

C/1faemz‘s Pzct gs  CHAUDOIR  は,  わが国では BAT
ES (1873) が長崎から記録している。 分布の可能性
もあるので断言はできないが,  これは, C. υi rguli-
f er CHAuDolRを,表認したものとも考えられ, CsIKI
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しておこうと思う。 なお, 西表 :ta t 図 Chlaemus Pictus CHAtDo1R 状。 前方へより強くせばまり,
島産の個体にみられる特徴は安 ミ ナ ミ ア ト ワア オコ ミ ムシ 側緑の緑取りは後角の前方で消
定しているようだが,  これに新たな亜種名を与える 失する。 前縁の弯入は弱く , 前角は丸く, わずかに突
ことは, さらに南方各地の豊富な標本と比較検;i llし 出する。 後緑はわずかに 入し, 両側は軽く斜め。後
てからでも遅くはなかろう。 角は鈍く丸い。 全面に有毛の組大点刻とその間に小
本稿に関し, 貴重な標本と文献の貸与のみならず, 点刻と弱いしわがあり, 部分的に徴細印刻がかすか
多くのご助言をl場わった上野俊一博士に心から感謝 に認められる。 大点刻は正中:薄に沿って列状に, そ
の意を表したい。 の外側に間をおいて不規則ながらやや縦列状に並ぶ

-  l -



「11虫ニュース

傾向がある。基部では密。基部両側の四陥とその外
側では横列してしわ状になる。 基部凹陥はやや深く
最深部は短い線状。正中11tは深く , 前後緑に速しな
い。前胸背の幅/長さは,1.233~1.309, 平均1.265。
6 f' にかかわりなく見かけ上もやや変化がある。翅
は長卵形, 適度に中高。中央でもっとも幅広く,
翅 の幅 /前胸背の幅は,  、,  1.338~ 1.387,  平均
1.358, 9 1.417 ~ 1.466, 平均 1.429。 翅軸の長さ
/幅は, し一? 1.677 ~1.734, 平均 1.701,   (, 1.624~

1.657, 平均1.642。条Vl Iは深く , 点刻され , 基部
条はやや長い。間室はわず
かに高まり, l ti色毛を有す
る点刻が密に横列してくわ
状に見える。微細印刻は明
らかで等径状。小概板は三
角形。 コンマ形の超端紋は
前半部が第3 ~ 8 間室にわ
たり, 第4 間室で前後に,
第6 ,  8 間室で前方に実出
し, 後半の者i:状部は超端の
近くで外系表に達する。 体下
面は, 前胸実起が緑取られ,
前胸板, 同側板, 中胸, 後
胸各前側板は部分的に組大
点刻があり, 腹部a更板第1
~ 3 節にも点刻がある。 第
4 ~ 末節には微小なi f 傷様
の点刻があり, 細毛が疎生
する。末節後緑は両側が軽
く ''i入し, 外系 \からやや離
れて両側に、, 1 ,  9 2 の毛
がある。 雄交尾器E ・ sは基
方 ', 3 で強く ' ,曲し, 曲

部下面中央は電骨状に性起
して前方へ延びる。 先端部
は背面から見て左側が先の
丸いくちばし状に突出して
軽く下方にそる。 先端版の
下面にはきわめて徴弱な顆
粒が散在する。
検視標本 ; 沖繩県西表島
大原, 2,- , 7. vi. 1979 ;
3 ・

) ,二、3 g 9 , 15, 20. i v .
1980, 筆者採集, すべて水
銀灯に飛来したもの。
分布 : 日本 (沖繩県), 中
国,  ビルマ, 印度, ジャワ。
備考 : 本種は色彩, 点刻
等はC. υi rguliferに似て
いるが, 体形は明らかに細

長く, 触角も長く, 前胸背板
の形も異る。 とくに翅端紋
は tlirguuferや ha,mfer
では前方内側が第3 条満に

第54 号 (1981年12月)
接し, 部分的にわずかにこれを越える程度なのに比
べて, 本種では充分に第2 条満に達し,  ときにこれ
を越えることもあり, 後半の帯状部も細く , 翅端近
くで外緑に接する点で一見して識別できる。

Ja、la産の個体はやや大きく,  体形,  色彩に大
差ないが, 翅端紋がやや細く , 前半・部の四凸が日立
つ。 陰基は西表島産のものほど 曲せず, 先端片も
より細長い。下面の隆起線や開口部, 側片の形態に
大 litはない。

第2 図 C. pie加s CHAし'DO!R ミ ナ ミ ア ト リ アオコ ミ ムシ 組端絞
a . Java 産1111: b. 西表島産雄
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第3 図 C. Pl'ctus CuAuDolR ミ ナ ミア ト ワアオコ' ミ ムシ 雄交尾器
1 . 西表島産: 11. Java産 : a. 陰茎側面 : b. 同顧面前半: c. 同背面前
半 : d. 左側片 : e. 右側片
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0ふたたびァマギカラカネハナカミキリについて
私は本誌 (49号p 5, 1980) に, 主として ) 交尾
器の構造から, Gau rotes amaglsana OHBAYASHI
アマギカラカネハナカミキリを G dons BATES カ
ラカネハナカミキリの別亜種として取扱うよりも,
独立した種と考えたほうがよいと述べた。 このこと
はアマギカラカネハナの原著者であられる故大林一
夫氏に, ご生前なんらかの形でお伝えしておいたら
しく , 最近になってご子息の大林延夫氏からの私信
で知つた。
ところが最近中根猛彦博士から, 同氏が保管して
おられるァマギカラカネハナの paratypeは普通の
ヵラカネハナ型であること, さらに高桑正敏氏から

も伊豆天域産の交尾器を調べられた結果, 同様にカ
ラカネハナと変わりなかった旨それぞれ書信でご注
意いただき, 他にも2,3 似たようなご意見をうかが
った。
さて, 前稿で筆者が述べたことがらは, 主に水野辰
司氏の努力で日本各地から集められた進化生物学研
究所所蔵の数百個体のカラカネハナカミキリを調査
した結果の要約である。 この標本群の中から検出し
た前波鉄也氏採集の伊豆水生地産の1 個体で, 紫銅
色でにぶい光沢を持ち, ほぼァマギカラカネハナの
範ちゆうに入ると思われる個体によるものであって,
過去にカミキリムシに興味を持たれる2,3 の方 に々
この事実をお知らせしておいたが, その後, 顧られ
る様子もないので私自身の手で書きとめておこうと
考えたわけである。
ところが前述のように,  カラカネハナと異る交尾
器を持つものがァマギカラカネハナでないとすると
私の考えがなり立たないことになる。 そこで真のア
マギカラカネハナはどのような交尾器を持っている
か holotype を調査する必要が生じた。 そこでタイ
プ標本を保管しておられる大林延夫氏に holotype
の貸与をお願いしたところ, 快くお許しをいただき,
調査することができた。 その結果は私の予想に反し
てその交尾器は普通のカラカネハナと全く同様のも
のであって, 私がァマギカラカネハナと考えたもの
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CHAUDolR, M. DE, 1856. Memoire sur la fami1le
des Carabiques 6e partie. Bul l. Soc. Nat. Mosc.,
29(3) : 187-291.

- 1876. Monographie des Chleniens. Ann.
Mics. cit1. Stor nat. Genoυa, 8 : l -315.

CslKl, E., 1931. Carabidae : Harpal inae V. In
JUNK & SCHENKLING,  C01e01terorum Cata10g1lS,
pars 115 (pp 739-1022). W. Junk. Berlin.
笠原須磨生,  1981 . 八重l l l語島で採集した歩行虫
類 11. 北九州の 虫, 28 : 59-68, pl 7-8.

UENo, S.-I., 1964. Notes o n ca r ab id beetles
from the Amami Group of the Ryu-Kyu Islands.
Kontyu, Tokyo, 32 : 249-263.

(千葉県船橋市)

は別の新しい種であるという結論に達した。 また,
これとは別に, 私自身が部山信;1-, 新并久保氏らや
中村俊彦博士らのご協力で富上山施で採集した標本
は, 上の両型とも異る別の1 型があることを知つた。
この富士山範の標本群は, 普通ののカラカネハナに
よく似た色調で, 多少油用l搆揩ﾂてはいるが,  特
記するほどの外形の特徴はなく, ほぼカラカネ、ナ
カミキリの変異巾の範ちゆうに入る。 しかし(3 交尾
器の左右の側片は, 伊豆水生地のものと同様に細長
で,  しかも基部から分岐しており, 短い感覚毛を広
く散生している第3 型であることを知つた。 なお比
較のため中村俊彦博士所蔵の北海適から九州までの
200個体以上の標本を研究させていただいた結果で
は, 他に異つた型を見出すことができなかった。 こ
れらの詳しい結果は別稿で報告することとして,  と
りあえず前稿の訂正と第3 の型の存在を報告するこ
とにした。大林延夫氏, 中村俊彦博士をはじめ前述
の話氏に厚く御礼中し上げる次第である。

(多li t市, 三宅義一)
0故野村 氏克集品
一昨年 去された故野村 a'i氏が 集された 400
点の完模式標本 (holotype) を含む31,000余点に及
ぶコレレクショ ンは今回, 国立科学博物館動物学研
究部に正式に保管されることになった。 このコレク
ショ ンは主としてコガネムシ科,  クワガタムシ科な
どの 、角類の標本からなるが, 氏が研究を続けられ
た, ドロムシ科, ナガドロムシ科,  ゴミムシダマシ
科, ナガクチキムシ科, ハナノミ科, オオハナノミ
科, アリモドキ科 (イッカクチュウ科) なども多く
の重要な標本が含まれており, その方面の研究者に
とっては必見のものである。 これらの標本はコレク
ションラベル付けなどの整理作業が終り次第, 他の
館保有の標本と同様に, 研究者の希望によって公開
されることになるであろう。 なお,  このコレクショ
ンが科学博物館に保管されることになるまでに種々
御尽力願った, 井上 寛, 小林裕和, 長谷川仁, お
よび吉田 ' 品ら諸氏の御厚情に対し厚く御礼を中し
上げる。 (国立科学博物館, 黒沢良彦)
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最近入手 した G. LEWISの旧蔵本

大 野 正 男

Geer9e  LEWISは,  今さら改めていうまでもな
く,  日本の甲虫研究史を語る上で忘れることのでき
ない重要な研究者・ 採集家である。  この LEWIS の
l日蔵本が, 最近,  As'ier, Junk などオランダの古
店に出まわった。
いきさっは, LEWISの没後, 蔵書の大部分がロンド
ンのLinnean Societyに寄贈され, そこのLibrary
に納められていたが,  この L innean Societyが,
何かの 情でこれを処分したものらしい。 LEWISの
旧蔵本以外にも, Linnean Societyの蔵印のある本
が, 同時に多数出まわったことで, おおよその想像
ができる。
筆者はいっもの調子で Asher のカタログから,
また久しぶりに発行された
Junkのカタログから,  今年
の春以来多数の文献を購入し
たが,  その中に Linnean So-
ciety 関係の放出本が12冊,
さらにその12mlの中に LEWIS
の旧蔵本3 冊が含まれていた
ことでこの事実に気づいた。
今回筆者が入手したLEWIS
の旧蔵本は, CROTCH, C.R. :
A rev ision of the Coleopte-
r o us family Coccine ll idae
(1874), MATTHEWS,  R.A.
: A monograph of the cole-
opterous families Coryloph-
idae and Sphaeriidae(1899),
CHAPUIs, F. : Monographie
des Platypides (1865) の3
冊で, いずれも甲虫関係のモ
ノグラフとして重要な文献で

か。

もっとも, 本書に記録された日本産のテントウム
シは, その大部分が LEWISの第1 回日本採集行に
よってもたらされた採集品によるもので,  こう した
リストを作成しておくことが, LEWISにとって必要
だったといえなく もない。  また LEWIS は,  自身で
もテントウムシに対しては特別の関心をもっていた
らしいので (例えば, 第1 回の採集品については
1873 年に “ Notes o n Japanese Cocc ine11idae ”
を Ent. Mon. Mag. に,  さらに第 2 回採集行後の
l896 年には“On the Coccinel lidae of Japan” を
Ann. Mag nat. Hist. London に発表しているこ
とでわかる) , CROTCHのモノグラフを見て,  日本
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ある。  このうち, 筆者にとつ 写真. 左 : G. LEWIS の過職本であることを示すロンドンリンネ協会の蔵 ラベル.
て特に興味深かったのは, は 右 : CROTCHのモノグラフに添付されたG.LEwIs直 の日本産テントウムシのリスト.
じめに挙げたCROTCH のモノグラフであった。 こ

の本には, LEWIS による日本産テントウムシに関
する自筆メモまで添付されていたからである。
メモによると, LEWISは本書を1875年8 月22日に
入手しているが, 4 日後の8 月26日付で, この書の中
から日本産テントウムシの種類をぬき出し,  これを

List of Japanese species given in this volume”
と して整理しているのである。  1875年といえば,
LEWISが第1 回の日本採集行から帰って間もない頃
であり,  さらに数年後に第2 回の訪日採集行 (1880
~1881) を控え, 最も日本づいていた時期であった
と考えられる。 CROTCHの本を手に入れてから僅か
4 日間で, 上記のリストを作成していることなど,
この辺の事情を物語る一つといえるのではなかろう

産テントウムシのリストを作ることなど, あるいは
当然のことであったのかもしれない。
いずれにせよ, CROTCHのモノグラフに残された,
約 l 世紀前の LEWIS 直筆のメモは,  こうした背量
の中で見なおしてみたとき, さまざまな感慨がわき
おこり興味がっきない。 二

(附記) 最近, オランダから甲虫関係の図書を購
入された人の中には, LEWISの旧蔵本を入手された
人が, まだ何人かおられるのではないかと思う。
LEwI s関係の資料の一つとして, どのような旧蔵本
が日本に入ったかを記録しておくことも無意味では

It ,. なかろう。 該当される方は, 差し支えない限りお知
らせおき下されば幸いである。 (東洋大学)
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極東地域における ェグ リサビキコ リ

鈴 木

エグリサビキコリ Danosoma fasctata (LINNAE-
US) は, 体長l5~20mm,  翅事自'に淡黄白色の鱗状毛
による帯状紋を有する比較的美麗なコメツキムシで
ある。 ヨー ロツノ、からシベリア, i華太にかけて広く
分布することが知られているが, 個体数は少なく ,
極東地域における本種の報告は余りないようである。
者は最近, 国立科学博物館所蔵のコメツキムシ標
本の中に日本 (北海道), 揮太,  朝鮮および満州産
の本lf重を検することができたので,  ここに報告して
おきたい。なお, 本種は日本, 朝鮮および満州 (中
国東北地区) からは従来未記録であった。
〔検視標本〕
日本 : 1 頭, 北海道札幌市円山, 30.vi.1941, 西
尾美明採集 (写真E )。
太 : 2頭, Komatoi, 11. vii i940, 河野広道

採集 (写真B ) ; l頭, 豊原, 1. viii. 1942, 採集
者不明 (写真C)。
北朝鮮 : 1 頭,  成鏡南道,  Shimohakusen, 24~

29. vi i i943, 内田 一採集。

満洲 : l 頭, 北部大興安嶺, 6.、'1.1942(写真D);
l頭, 同, 25. vi. 1942 ; 2頭, 北部大興安社iビ
ストライャ基地,  28. vi. 1942 (以上4頭は全部今
西錦司探検隊採集品) ; 1 頭, アガチャカン, 5~11.
v iii . l944, 河野広道採集。
本種はョー ,:,ツパでは法患地が高い山に限られて
おり, 幼虫はマツ類の枯木に食い入り ,  カミキリム
シの幼虫, 特に Tragosoma de.1santan LINNAEUS
( ノコキ リカミキリ亜科の1 種) の幼虫を捕食して

亙

生育することが知られている。 しかし,  日本にはこ
の力ミキリムシがt表息していないので, 何を捕食し
いるのか興味がある。 また, かなり低い所で採集さ
てれていることも併せて注意を惹くが, 生態は全く
不明である。
三輪勇四郎博士は l914年8 月10口に 太の Nairo

(内路) で一色周知t専士によって採集された鱗状毛
の脱落している 1 雄標本に基づいて Ad,e1ocera sa-
chalinensis と云う新種を記破したが, 後に新鮮な
個体とョー ロツパの fasctataとの比較を行い, これ
らを同一種と認め, 19 年に sae11ah e%sis MlwA
を fasciata LINNAEUSのシノニムとした。  ヨーロ
ッパからi華太にかけての地域にはこの他に Danoso-
ma 属の模式種である cons;:ersa (GYLLENHAL) (写
真F) という種類が知られているが,  この種類は前
胸背板の後緑角に隆起線を有するので, fas;,ata と
は容易に区別することができる。
なお, Danosoma 属は比較的最近まで Lacon 属
のシノニムとして扱われていたが, HAYEK (1973)
の研究では 「爪の基部に setae を欠く 」という形質
を評価し,  setaeを持つ Lacon属から区別して取
り扱っている。

最後に, 本報告を革するに当り, J直一重な標本を検
する機会を与えられ, 種々 ご教示を員易つた黒沢良彦
博士, 西ドイ ツの KAscHEK博士, ならびに文献其
他でお世話になった柴田一利氏に深くお礼を申し上
げる。 (束京 大)

一1
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・1

・

 
.

・.
1

'

- - ' '                                                                                                                  ◆
一

、' :
- ' : ' -  ・ i :,・ '一 、

写真 A ~C : Danosoma fasciata (LINNAEUS) エグリサビキコリ A . ョ ーロツパ ・ オース ト リア

産一翅 の帶状絞が明瞭な個1111 ; B - C. i等太産- 一体背面の淡員- 白色毛の発速している個体。
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写真 D~ E : Danosonla fasciata (LINNAEUS) ェク' リサビキコリ D. 満州産一淡1fi白色 jが全体
に未発連で帶状紋がやや不明瞭な個体; E. 北海道産一同 ; F. D. co nsPe rsa (GYLLENHAL),ヨー
ロッパ フィンラン ド産一前胸背板は中央で強く横に張り出すが 基部では狭まる。

0 ミヤタケヒメツヤヒラタコメツキの雌の記録
ミヤタケヒメツヤヒラタコメツキは宮武陸夫氏に

よって愛 県面河渓で1955年 7 月27 日に採集された
1 雄を模式標本として, 1966年に大平仁夫博士によ
ってHypoga'tus miyatakei と命名記,找された種類
である (T rans. Shikoku ent. Soc., 9 ; 41~42, fig.
1, A & B)。  その後大平博士は熊本県市f31山で
1969年7 月28 日に採集された1 雄を記録 (.昆虫と自
然, 8 (11) : 26) しているが, 依然として雌は未知
のままであった。 最近華者は, 山梨県で採集された
本種の雌個体を検することができたのでここに記録
しておきたい。

1 , 山梨県小金沢林道, 8. vii i. 1979, 酒并11:
採集。
雌の体形は雄とほぼ同様であるが, 触角はより短
く , 前胸背板の半分をやっと越える程度であること
と, 前胸背板が幅広く , 両側がほぼ平行であるなど
の点が異なる。

筆者は上記 3 記録の他に, 熊本県市房山で採集さ

れた1 雄 (2.viii. 1974, 酒井雅博採集, 科博所蔵)
も検しているが, 興味深いことにこれらの採集デー
ター はみな7 月下旬以降であった。

未筆ながら, 国立科学博物館の標本を拝見させて
いただいた黒沢良彦博士ならびに標本を御恵与下さ
れた東京 大の酒井 貢氏に厚くお礼申し上げる。

(束京農大, 鈴木 亙)

_ _ 、、

11 、i: .

0富山県未記録の力ミキリムシ2 種
富山県下から記録されている力ミキリ科は181 種

(再検, iiを要するものと患われる極もない訳ではな
い) であるが, 筆者は, 同県下未記録のカミキリム
シ2 種を次のとおり採集したので, 記録しておく。
採集日 :  9. v. 1981.
採集地 : 富山県婦fl郡細入林愉原 (御鷹山林道)

1. Lemtda rtlf i t11orax Pfc
ピッ クニセハムシハナカ ミキリ l 頭.

2. P i a 'o o fz,s c11 n s fop加 KRAATz
ク リス ト フコ ト ラカ ミキリ 3頭.

前者はイタヤカェデに訪花していたもの, 後者は
コナラの伐倒木に飛来していたものである。

(文献) 1) . 富山県民虫研究会 (1979) 富山県
の.昆虫 : 420-434
2). 北村征三郎 (1980) 富山県 虫研究会編 “富山

県の昆虫”に追加する甲虫, AMICA, l8 :22-24
(富山県富山市, 川原 誠)

0エンマムシダマシ日高山系の記録
ェンマムシダマシ Spllaen t1,s ohs t gs  MANNER

HEIM は本邦においては北海道の大雪山と利尻島に
分布しており, 比較的稀な種である。 今回, 筆者は
日高山系で採集できたので報告する。

1 頭.  日高町-スカビラ岳, 27. vi i i 980.
なお, 本種は山頂の右下より得たものである。

(東京農大, 松本俊信)
- 6  -
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0福井県産力ミキリムシ類5 種の記類
カミキリムシ類はチョウ, トンポについで分布が
よく判っており, 県別分布表を作っておいでの方も
あるようであるが, 手元に福井県未記録の種がある
ので記録しておきたい。 採集地はいずれも福井県で
特記しないかぎり筆者採集・ 保存である。

1. ヒラヤマコ プハナカ ミ キリ EnoP1oderes
btC010r OHBAYASHI

1 , 南条郡今庄町藤倉山, 23.v. l981, 標高600
mほどの尾根道で飛fl中のものを捕えた。

2. ヨツポシチビヒラ タカ ミ キリ PhymatOdeS
M dn macz‘!a加s G R EssITT

1 , 南条郡今1'町木ノ芽峠, 28. v. 1978, 枯枝
のビーティ ング。

3. ムネマダラ トラカミキリ X:y10treChts
9rayZf WHITE

1 ・ , 三方部三方町'-i '谷、l l, 15. vi. 1980.
4. ト ガリバアカネ トラカ ミキリ Anaglyptus

m o ens is BATES
l , 小浜市下根来鬼ヶ谷, 6. v. 1979, 花上。

5.  シナカ ミキリ E・ttet rapha sedecimPunctata
MOTSCHULSKY

1 - , 大野市南六昌師, 22. vii i980, 後藤哲男
採集, 準者保存。

( 福并大学教育学部, 佐々治寛之)
0石垣島のェソカタビロオサムシ
筆者の不勉強で既に記録されているかもしれない
がェソ' カタビロオサムシ Cam.0a加a c加 e%so (KI-
RBY) を石ill島で採集しているので報告しておきた
いo '

1 o , 石」l l島上原 (Uebaru), l7.vii i981, 筆者
採集
夜間採集の際灯火に飛来したものである。 なお,
南口本の島 部での記録として, 楠并による久米島
(民虫学評論, 1978) および平山による口永良部島
( 月l:Illむし, 1980) が知られている。

(東京都港区, 森田誠司)
0クロズアカチビゴモクムシ栃木県の記録
最近, HABU (l981) によ り我国では初めて北海
適と宮城県から記録されたクロズアカチビゴモクム
シ A::upalpus (Setacupalpus) hilaris TscHITsHE-
RINE の詳細な記,成をみていて,  以前採集したもの
の同定できぬままになっていた標本を思い出し, 調
べてみたところ本種であることが判明した。 まだ記
録の少ない種なので分布資料として報告しておく。

3 o 2 ';) 9, 栃木県塩原, 16. ix. 1976.
池畔の座介下より採集したように記憶している。

( 千葉県船橋市, 笠原須磨生)
0クチキマグソコガネ奥多摩泉水谷で採集
クチキマグソコガネは会津で黒沢良彦先生が最初
に発見されて以来採集記録の少ない甲虫である。 '筆
者は奥多庫泉水谷で朽木中より採集したので報告し
ておく。 なお, 朽木の樹種は不明である。

l ex. 奥多序泉水谷, 30. x. 1980, 中村芳崗採
集。 (日野市, 中村芳樹)

- 7
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0チビナガヒラタムシの行動
者は始原亜日に属するチビナカ- ヒラタムシ M1-

cromalthus debi lis LECoNTEの日本からの記録と
その生態と形態を本誌 (44 : 1 -4) に報告したが,
その後の観察から明らかとなったことがらを記して
おきたい。

本種は1978年の から今日 まで飼育を続けている
が, 1980年と1981年 (本年) の8 月上旬に多数の成
虫が朽木から出現した。 両年共,  100頭余りの個
を検したがすべて9 であった。 成虫は飛 力が全く

なく, 写真にみられるように, 歩行しながら, ある
いは静止して後翅を活発にふるわせる。 腹部末端を
上方に向けてのこの行動は性フェロモンを発散させ
ているようにも見え興味深い。 朽木から出現した成
虫の11命は5 日間以内で, 卵集が発育することなく
死減した。 なお幼態成然 から生みだされた二爪幼

虫 ( l 齢幼虫) は6 月上旬から出現する。
(横浜市港北区, 林 長閑)

0キョヤマセンチコガネ雄の初見記録
キョヤマセンチコガネBolbocerosomakiyoyamai

NoMuRAは, 台湾f ・N湖産の 19  に基づき 1978年に
記,找されたが, 少ない種のようで中型の比較的よく
目立つ種であるにもかかわらず, その後の記録を見
ない。 また, 益本 (1978) の解説にも図示されてお
らず, 依然として雄も未知であった。 者は模式産

地よりはるか隔つた台湾北部の低山地より, 本種の
雄を採集しているので記録しておく。

1 、 ,台北市大屯山, 2. vi. 1980, 境野広行採集。
大1電山山頂より北投方面へ下る途中, 標高500m
付近の林内で地表を歩行しているものを採集した。
同所はときどき牛の放牧が見られ装塊も多いが, 概
して 虫類は少なかった。 なお, 雌については原記
i ﾉ図示されているが,  雄は前述のように知られて
いなかったので, 全形写真とともに特徴を以下簡単
に記しておく。



甲虫=ユー

ス;,l
,
l

体長 ; 15.5mm, 幅 ; 9.5mm。 殆ど黒色で上図は
光沢があるが, 上翅は光線の加減によって確かに藍
青色を帯びる。 体下面は光沢がなく茶 色の長い毛
が密生する。 脚と口器はこげ茶色。 触角球 _部は黄
褐色。頭は粗く点刻されサメハダ状, 前緑は孤に近
い台形, 中央に角突起を直立させその先端は尖る。
前胸背前方は横隆起を出し, 前緑は湾入するが両側
は深く ll!]陥して短い角突起になる, 点刻は組大で中
央域を除いてよく日立つ。上翅は深い条満を具え,
各条fatl内は点刻が並ぶ。 (東京都港区, 境野広行)

- 一連 緒・報 告

大変遲れまして中訳けありませんが, やっと54号
をお届け致します。 世話人の多忙のためとはいえ大
変ご迷惑をおかけ致したことをお殺び中し上げます。
次号からは岡島秀治, 笠原須磨生両氏に編集の労を
お願い致しましたので, 次第に定期に刊行できるよ
うになると思います。 よろしくお願い致します。

( n沢)

昆虫の器具は 「志資昆虫」 へ
日本ではじめてできた有頭.◆t:虫針! !
1 , 2 , 3 , 4 , 5 号 (各号100本180円)
なお, 有頭針00,0号もできました。その他,採集,

) 標本整理用各種器具も取揃えてあります。
1 〒150東京都渋谷区渋谷1丁口7- 6 11 薄業表置2=640' (ムシは一ばん) 1
1 志賀昆虫普及社 1

_ 一 _ 一 一 _ 一 ー 一 ー 一

第54 号 ( l981年l2月)
0キンへ リ タマムシ2 種の栃木県からの記録
キンヘリタマムシScinti11atrt.l' be11ula (LEWIS,

1893) は南会津のタマムシ2 種の報告'),  および日
本産タマムシ科解説62) により岩手県と福島県から
記録されているが, 筆者は栃木県の五十湖地方産の
個体を所蔵しているので記録しておく。

2 o 3 9 9 , 栃木県塩谷部薬山付湯西川, 2. vi.
1974, 鈴木洋一採集。
鈴木洋一氏によれば,  これらの個体は= レ類 (樹
種不明) の直径8cm程度のそれほど古くない伐採
木の樹皮下から得た個体, およびその伐採木に飛来
した個体を採集したと聞いている。
また, ェサキキンヘリタマムシ Scinti11at rtx ka-

mikochiana (0BENBERGER, 1940) も同じ地方で採
集されており, 筆者が所蔵しているので付記してお
く。
1 9, 栃木県塩谷部粟山村夫婦測, 30. vii i979
鈴木洋一採集。
キンヘリタマムシの記録について御教,1-を真易つた
黒沢良彦博士, 報告することを勧められた秋山黄洋
氏, また御好意により標本を意与された鈴木1 fi一氏
に厚く御礼中し上げる。
l ) 衣笠恵士 : 甲虫ニュース No 6,p 2 (1969)
2) ffl沢良彦 : 甲虫一ユース No8,p 4 (1970)

(横浜市中区, 服部字春)
0ミツギリソゥムシのトカラ悪石島の記録
ミ ッギリ ゾウムシ a r y hyM11as oωo n' RoEL-

oFSは本州以南の各地に広く分布するが,  トカラ1想、
石島は多くの採集者が入っているにもかかわらず,
本種の採集記録がないので, 者の所有している標
本の記録を報告しておく。
1 3 , トカラ 'ill石島, 31. vii i976, 伊藤主計採集.
トカラ 'E'.石島には, 特産種である ョツモンミツキ'

リ ゾウムシ B. tOka rensts OHBAYASHI et SAT0 が
多産するが,  ミツキ リゾウムシの方は非常に少ない
らしく , 同島産のミツギリゾウムシを見たのは上記
の1 例のみである。   (和歌山県有田部, 的場 )
甲虫談話会
会費 ( - カ年) 2000円, 次号は3 月31 日発行予定,

投稿 切は l 月31 日。
発行人 無、沢良彦
発行所 甲虫談語会 東京都台東区上野公国
国立科学博物館動物研究部内
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1タツ、の昆虫採集番
1 ドイツ型標本箱 木製大 ￥5,000, 桐合板製1
インロー型標本箱中￥1,500, 送料一箱にっき都1
内及第一地帶: 3 個以下￥1,300, 4 個以上￥8501
(以下同様), 第2地帯￥1,500, ￥950, 第3地帶1

' ￥1,700, ￥1,050, 其他, 各種器具, 針などを製作1
1 販売してます。カタログを御請求下さい。 (￥160)1
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